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 想い： 
一人一人が夢を描ける社会、お互いの
夢の実現を助け合える社会を目指して 
つくばの地域力の活かし方 
～夢を磨け！地域を潤せ！～ 
             （2014.1.25) 
        バイオマスTF座長      
         柚山（ゆやま）義人 
 
しみず＠筑波大 
 つくば市には，美しい自然，水と土，伝統・文化，科学
技術があります。何よりの地域資源は人材，そして大
切にしたいのは子供たちの笑顔，歓声，夢です。 
 
 人・技術・制度・情報・資金をつなげて，グリーン・イノ
ベーションを進めます。藻類バイオマス利用などの最
先端技術の開発・実証，裾野を広げる身近な取り組み
の両方を進めることが重要です。 
 
 様々な活動や技術のコラボが新たな人の交流を生
み，ソーシャルキャピタルを高めます。それは地域の
元気と賑わいの源になります。 
 
 あなたに，出番と役割があります。つくば環境スタイ
ルで，ともに，宝ものを発掘し，磨き，未来を拓いてい
きましょう。  
つくば３E（環境、エネルギー、経済） 
（せりふ） 
知ってるかい、ぼくらバイオマスのこと。 
山の木、植物、動物、生ゴミ、ふん尿、みーんなバイオマス。 
光合成で生まれて、エネルギーやモノに変身するよ。 
そして、みんなに使われて循環するんだ。 
さあ、みんなで、ゴー、ゴー、バイオマス！ 
ゴーゴー バイオマス 
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光と水がサポーター 
CO2吸って植物育つ 
いぇーい、光合成 
ワァオー、ストップ温暖化 
ゴー、ゴー、ゴー、ゴー、バイオマス 
ゴー、ゴー、ゴー、ゴー、バイオマス 
未来を変えるバイオマス 
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バイオマスはドリーマー 
輝くわれらのつくばのために 
科学と社会がサポーター 
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未来を拓くバイオマス 
世界農業ドリームプラン・プレゼンテーション 
 
 
理念：相互支援の仕組みを通じて、農業者自らが夢を描き、語る「場」をつ
くり、自らの力で夢を実現する農業者を育成。夢でつながり、互いに応援し合
い一緒に夢を叶えることのできる日本農業を実現し、社会に新たな農業の価
値を提供。 
 
テーマ：「自立・創造」「相互支援」「感動・共感」。 
誰もがどんな状況でも、夢を描くことができる。皆で助け合えば、感動・価値
のある素晴らしい事業プランができる。そして感動と共感のプレゼンテーショ
ンによって、真の仲間が集まる。それが夢を実現することにつながる。 
 
ドリームプラン：社会に新たな価値と感動を提供するビジネスプラン。 
・社会的貢献度が高い事業であること 
・独自の価値・魅力があること 
・事業としての発展性があること 
・実現のための準備ができていること 
・発表者の人生観とリンクしているもの 
夢みる力を鍛える 


つくばグリーン・イノベーション 
～地域力の活かし方～ 
• 2030年の目指すべき社会像 
• 夢と戦略 
• つくばグリーン・イノベーション 
 つくば３Eフォーラム事務局のイメージ 
 有機施設園芸の構想（中野） 
 
○人、技術、制度、情報、資金をつなげ具現化する方策は？ 
○つくばの地域資源（人材を含む）活かし方？ 
○スタートの切り方？ 
NPK48より http://www.kf831.com/omoshiro100/member/p015.html 


・筑波山麓で特別栽培法にて茨城コシヒカリ「常陸小田米」の生産 
・れんげ米、アイガモ農法米 
・農業機械のフル活用 
・無人ロボット田植実証 
・放射性物質検査 
・野菜栽培 
・造園業 
・農家直送蔵出し販売（ネット販売も）、縁むすび 
 
・米粉利用（カステラ、シフォンケーキ、柏餅、プリンなど） 
・野菜ソムリエ 
・つくばFC 
・つくば市美しいまち・みちづくり 
・つくば青年会議所 
・つくば市商工会 
・PTA 
・ツール・ド・つくば 
・棚田再生・宝篋山（小田山） 
 
・つくばいなか体験（田植えなど） 
・Food Action Nippon 
・さんずくん（移動野菜マーケット） 
・マルシェ・ジャポンつくば 
・ブログ、FB、Twitterの活用 
・ボランティア活動 
農業の６次産業化の考察 
～農業生産法人筑波農場の取組を第三者的にみて～ 
 


石油代替燃料として期待される藻類バイオマスの実用化に向けて，耕作放棄地を活用して，Ｈ２７年度ま
でに屋外大量培養技術の確立を図り，世界的エネルギー問題の解決に資するとともに，藻類産業の創出を
図る。 
概 要 
取組内容 
 藻類の屋外大量培養技術の確立に向けた実証実験の推進 H24年度 
 屋外実証プラントの設置 H24年度中 
 藻類産生オイルを活用した公用車の運用（延べ70台） H25～H27年度 
 実証プラントによる藻類産生オイルの生産 H27年度：14ｔ，H32年度：1.4万ｔ  
藻類の屋内培養（研究室） 藻類の屋外培養（プール） 
オイルを生産する藻類ボトリオコッカス（左）とオー
ランチオキトリウム（右） 
新産業の創出 
・約14,000トンの炭化水素オイルを生産 
・CO2削減効果 約2万トン／年 
・オイル関連商品売り上げ 約３５億円 
経済効果等 
【目標年度： Ｈ３２年】 
化粧品 健康食品 
自動車用燃料 
石油代替燃料 
船舶用燃料 
【主な事業実施機関】                               筑波大学，関係企業，つくば市，茨城県 
Project③：藻類バイオマスエネルギーの実用化 

ラジオ番組 
 そーなんだ！ラヂオ ～おしえて！藻っくん～ 
放送日時：毎週月曜日 19:15-19:30 （2013年7月1日－9月30日） 
放送局：ラヂオつくば 84.2MHz，インターネット配信放送（サイマル放送） 
 http://eeeforum.sec.tsukuba.ac.jp/taskforce/bio_radio.php  
 FB：「そーなんだ ラヂオ」 
https://www.facebook.com/?ref=tn_tnmn#!/souRadio 
  

つくばサイエンスコラボ2013にて 
＜地域の再生可能エネルギー 
 の利用推進＞ 
・バイオマス/太陽光/風力/小 
 水力/地熱の総合的利用 
・森林・里山・緑地の保全と 
 資源利用 
・多収安定栽培できる資源 
 作物の導入 
・藻類からのエネルギー獲得 
＜環境保全技術の推進 
 ＝省エネの推進＞ 
 ・施肥技術の改善 
  （作物の肥料利用率の向上） 
 ・防除技術の改善 
 ・水管理技術の改善による収量 
  増及び節水 
目標：「産出/投入化石エネルギー」 
          → 最大化（少なくとも1.3）  
＜技術開発＞ 
 ・エネルギー変換技術の 
  高度化 
 ・太陽光の立体的利用 
 ・トリジェネ（電気､熱､CO2） 
 による光合成能力のアップ 
＜ソフト対策＞ 
 ・食生活・消費行動の適正化 
 ・3R（Reduce, Reuse, 
  Recycle） の徹底 
 ・予防保全・PCM・制度設計 
＜システム化＞ 
・複数技術の融合 
・営農の集団化 ・耕畜連携 ・地域連携 ・産業連携 
・スケールメリット発揮､適正規模診断 
・輸送・保管に関わる消費エネルギー・時間の削減 
・ライフサイクル的分析（エネルギー､環境､コスト） 
＜波及効果＞ 
・食糧自給率向上 
・資源循環型農業・ 
 環境保全型農業の 
 推進 
・地球温暖化抑制 
・地域活性化 
・耕作放棄地解消 
エネルギー生産型農業・農村システムへの展開 
（人口，自然，社会
基盤・資本） 連携と相乗効果の
発揮 
相乗効果を発揮する取組推進による豊かさの創造 
ソーシャルキャピタル 協働・共感の質・量
の向上， 
新たな公の発現 
＜PDCAの実施＞ 
・バイオマス利活用推進 
・再生可能エネルギー導入 
・資源循環 
・環境保全 
・ビジネス 
豊かな地域，コミュニ
ティの創造 
（人・技術・制度・情報・  
資金をつなげる） 
潜在する
地域資源 
〔他施策〕 
産業創出，雇用創出，廃棄物適正処理，
環境保全，教育，福祉，少子・高齢化
対策，健康，医療，防犯，防災・減災，
エネルギーセキュリティー，交通，交
流，文化，スポーツ，芸術，観光 
（うち，農業関係施策） 
生産基盤の整備，創エネ，省エ
ネ，耕畜連携，農産物のプレミ
アム化，農業の６次産業化，耕
作放棄対策，鳥獣防止対策 
SNS 
SNS 
SNS 
菅沼奏香さん作 
制度 
資金 技術 
人 
夢 
 
挑戦 
まなぶ×つながる×つくりだす 
つくばの地域力を活かす 
情報 
共感・感動 
・社会的貢献度が高い 
・独自の価値・魅力 
・発展性 
・実現のための準備 
・人生観とリンク 
理念：自律 
組織：透明 
事業：共創 
価値：情緒 
目標：持続 
 
農業におけるエネルギー利用及び生産について検証し、持続可能な低投入・高付加価値の農業を目指す。再生可能クリーンエネル
ギー（藻類燃料，水素，太陽光等）を組み合わせた最先端エネルギーシステムや低炭素交通手段等を用いる、化石燃料を使わない低
炭素な農産物の生産・・A送方法などの研究開発を推進し、未来の農業ビジョ ン「スマート・アグリカルチャー」(仮称)を策定する。
特区の新プロジェクトとして提案を目指す。 
 
->期待される成果：低炭素な農産物生産方法の確立、共同研究による連携強化、 
         「つくば環境スタイル（環境モデル都市）」への貢献 
->必要事項：タスクフォース等の体制の工夫。予算獲得。「つくば科学技術イニシアティブ」との連携。 
連携プロジェクト「スマート・アグリカルチャーの構築」（つくば３Eフォーラム事務局案） 
 
＜取り組みイメージ＞ 
 
クリーンエネルギー 
・資源の有効利用 
自然ｴﾈﾙｷﾞｰ 
 
バイオマス 
 
光・熱 
堆肥，廃液 
水 素 
燃料・熱廃熱 
燃料電池 
ソーラーシェア 
農機具 
最新エネルギー 
システム開発実証 
農業等への活用例提案 
発電 
融通 
給電 
「脱石油農産物」 
 
＝環境負荷が少なく 
かつ付加価値が高い農産物 
付加価値例： 
ノンアレルギー、美味しい、 
きれい、珍しい、等 
新しい農業の提案。 
CO2削減とつくばの魅力 
（農産物・技術力）発信。 
 
農機具 
最新小型EV等で 
燃料や作物等の輸送 
予備電気 
（防災等 
にも活
用） 
